
～ 令和６年　12月　27日

（対象者数） 20名 （回答者数） 15名

～ 令和７年　1月　17日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

医師・保育士・看護師・理学療法士・作業療法士が配置され

ており、言語聴覚士も依頼すると来園してくれる。。

保育・医療・リハビリテーションと多角的に支援している。

お子さまの成長を促すポイントを、各専門職が評価して、

個々に合った取り組みを行っている。

愛徳医療福祉センターが併設されている。 外来医療・リハビリテーションとの連携が取りやすい。

日中一時利用も行いやすい。

令和７年　１月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 あゆみの園

○保護者評価実施期間
令和6年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）



3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

お知らせだけでなく、保護者様に直接説明する機会を設け

る。

2

3

送迎サービスを行っている。 家や親御さんの職場近く、祖父母宅など、可能な限りご希望

に沿っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時の対応などの伝達が不十分。 発信が不十分。


